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今
年
は
5
日
に
開
催

第
20
回
辰
ノ
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ケ
ッ
チ
大
会
を

12
日
に
開
催

一
支
国
博
物
館

今
夏
で
25
回
目
の
キ
ャ
ン
プ

壱
岐
リ
ハ
研
「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
！
」

芦辺保育所の子どもたちの歓迎イベント

展望広場から観察する参加者たち

心
静
か
な
時
を

「
緑
蔭『
禅
の
つ
ど
い
』」

２０００人を超える市民が歓迎
放送は21日午後 7:00からの予定
壱 岐 で お 見 合 い 大 作 戦

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組

「
も
て
も
て
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ

ン
・
お
見
合
い
大
作
戦
！
」
の

壱
岐
の
島
編
が
28
日
と
29
日
の

両
日
、
島
外
か
ら
女
性
約
30

人
、
島
内
に
住
む
男
性
も
ほ
ぼ

同
数
が
参
加
、
多
数
の
カ
ッ
プ

ル
が
で
き
た
と
い
う
。

　
こ
の
番
組
へ
の
応
募
は
、
男

性
の
約
50
人
に
対
し
て
、
女
性

は
80
人
以
上
も
あ
っ
た
も
の

の
、
最
終
的
に
来
島
し
た
女
性

は
先
の
通
り
で
、
そ
の
女
性
た

ち
を
歓
迎
し
、
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

が
初
日
の
28
日
、
芦
辺
港
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
く
の
広
場

で
催
さ
れ
た
。

　
全
国
か
ら
集
ま
り
「
こ
の
島

に
嫁
ぎ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

で
来
島
す
る
女
性
参
加
者
の
気

持
ち
を
盛
り
上
げ
、
市
民
の
優

し
さ
や
も
て
な
し
の
心
を
、
番

組
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ

ば
―
と
、
壱
岐
高
校
・
吹
奏
楽

部
、
壱
岐
商
業
高
校
・
壱
州
荒

海
太
鼓
部
、
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠

の
唄
子
、
新
壱
州
お
け
さ
踊
り

の
メ
ン
バ
ー
ら
も
お
よ
そ
１
時

間
前
か
ら
練
習
や
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
な
が
ら
一
行
を
待
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
フ
ェ
リ
ー
が
到
着
し
て
女
性

た
ち
が
下
船
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
出
て
く
る
こ
ろ
を
見
計
ら
う

よ
う
に
演
奏
な
ど
が
始
ま
り
、

女
性
た
ち
が
大
型
の
観
光
バ
ス

が
待
つ
地
点
ま
で
、
歓
迎
の
コ
ー

ス
を
１
列
に
な
っ
て
歩
き
、
最

後
に
芦
辺
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
が
歓
迎
の
踊
り
を
披
露
す
る

と
、
感
激
で
思
わ
ず
涙
ぐ
む
参

加
者
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
２
０
０
０
人
を
超
え
る
市
民

ら
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
、
「
お
見
合
い
大
作

戦
」
は
今
月
21
日
午
後
７
時
か

ら
放
送
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　
壱
岐
島
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会
＝
壱
岐
リ
ハ
研
＝

（
小
金
丸
敬
仁
会
長
）
主
催
の

障
が
い
児
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
！
」
が
今

年
も
28
日
午
後
３
時
か
ら
、
石

田
町
。
筒
城
浜
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
壱
岐
リ
ハ
研
が
毎
夏
開
き
、

今
夏
で
25
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
今
回
は
、
障
が
い
児
（
者
）

と
家
族
７
家
族
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
合
わ
せ
て
54
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
米
を
飯
ご
う
で
炊
き
、
お

い
し
く
で
き
た
カ
レ
ー
を
夕
食

に
食
べ
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

　
夕
食
後
、
今
回
の
キ
ャ
ン
プ

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
が
催
さ
れ
、
女

神
役
の
参
加
者
が
持
つ
松
明
か

ら
、
班
長
の
松
明
に
火
を
移
し

て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
に
点

火
、
「
遠
き
山
に
日
は
落
ち
て
」

「
燃
え
ろ
よ
燃
え
ろ
」
を
皆
で

合
唱
、
大
会
宣
言
が
「
今
日
会

え
た
こ
と
を
感
謝
し
て
、
郷
ノ

浦
祇
園
山
笠
、
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ

イ
ン
の
お
見
合
い
大
作
戦
、
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
負
け

な
い
く
ら
い
最
後
ま
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
」
と
高
ら
か
に
読
み

上
げ
ら
れ
ム
ー
ド
は
最
高
潮
に

達
し
、
火
を
囲
ん
で
鯛
網
音
頭

を
踊
り
花
火
な
ど
し
た
あ
と
、

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
飯
ご

う
で
の
ご
は
ん
と
カ
レ
ー
づ
く

り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
＝

写
真
＝
、
何
も
か
も
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
こ
の
１
日
に
あ
り

が
と
う
。
ま
た
来
年
も
参
加
し

た
い
」
な
ど
と
す
る
感
想
を
発

　
今
夏
で
20
回
目
の
開
催
と

な
る
「
無
人
島
『
辰
ノ
島
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』」
が
５
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
勝

本
町
、
辰
の
島
海
水
浴
場
で
開

か
れ
る
。

　
「
壱
岐
・
勝
本
・
夏
・
思
い

出
づ
く
り
」、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
本
市
の
観
光
名
所
の
一

つ
・
辰
ノ
島
を
会
場
に
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
、
自
然
と
人
間

と
の
調
和
、
同
島
の
景
観
と
自

然
の
保
護
と
を
通
じ
、
観
光
振

興
、
地
域
振
興
を
図
る
―
と
今

年
も
開
か
れ
る
。

　
今
回
は
▽
開
会
式
10
：
00

▽
夢
の
島
抽
選
10
：
00
～

12
：
00
▽
コ
ー
ラ
の
早
飲
み

11
：
00
▽
ス
イ
カ
割
り
（
幼
児

先
着
順
）
11
：
30
▽
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
12
：
00
▽
海
の
幸
つ

か
み
採
り
―
の
イ
ベ
ン
ト
や

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
試
乗
な

ど
あ
る
。

島
へ
の
渡
船
は
勝
本
町
漁
協

本
部
横
で
発
着
、
運
賃
は
大
人

５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

表
、
参
加
者
全
員
の
思
い
出
に

残
る
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。
　

　
小
金
丸
会
長
は
25
回
、
25
周

年
と
な
っ
た
「
こ
の
指
と
ま

れ
！
」
の
活
動
に
つ
い
て
「
数

字
を
見
る
と
最
初
の
頃
に
参
加

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
成
人

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
長
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
も
う
25
年
な
の
か
と
も

思
い
ま
す
。
宿
泊
を
し
た
１
泊

２
日
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
に
形
を
変
え
な
が

ら
、
海
水
浴
と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
を
交
互
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
参
加

す
る
人
た
ち
も
多
い
。
皆
に
笑

顔
が
広
が
っ
て
い
く
の
も
こ
の

キ
ャ
ン
プ
の
一
つ
の
醍
醐
味
で

す
。
と
に
か
く
こ
こ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
活
動
を
理
解
し

て
協
力
し
て
く
れ
る
事
業
所
な

ど
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
た
。

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
は

12
日
午
前
９
時
か
ら
3
時
間
、

①
遺
跡
②
古
墳
③
神
社
仏
閣
の

３
コ
ー
ス
か
ら
好
み
の
コ
ー
ス

を
選
択
で
き
る
ス
ケ
ッ
チ
大
会

を
開
催
す
る
。

　
対
象
は
児
童
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
か
ら
一

般
で
、
完
成
し
た
作
品
は
「
し

ま
ご
と
芸
術
祭
の
市
民
絵
画

展
」
に
出
展
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
学

校
に
提
出
後
、
市
民
絵
画
展
の

募
集
締
め
切
り
日
ま
で
に
応
募

し
て
も
よ
い
。

　
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
基
本
は
水

彩
画
で
、
同
博
物
館
で
昨
年
、

作
品
展
が
開
催
さ
れ
た
西
浦
上

中
学
校
・
上
田
清
人
校
長
、
郷

ノ
浦
中
学
校
・
小
島
英
俊
教
頭
、

勝
本
中
学
校
・
渡
野
栄
治
教
諭

が
各
コ
ー
ス
で
指
導
に
当
た
る
。

定
員
は
20
人
。
参
加
無
料
。

　
参
加
申
し
込
み
や
問
い
合
わ

せ
な
ど
詳
し
く
は
、
同
博
物

館
（
電
話
０
９
２
０
―
45
―

２
７
３
１
）
へ
。

　
「
閑
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蝉

の
声
」。

　
曹
洞
宗
長
崎
県
第
３
宗
務
所

主
催
の
夏
休
み
少
年
少
女
研
修

会
第
37
回
「
緑
蔭
『
禅
の
つ
ど

い
』」
が
26
日
か
ら
１
泊
２
日

の
日
程
で
、
芦
辺
町
、
天
徳
寺

で
、
市
内
の
小
学
生
53
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
た
。

　
「
～
絆
～
向
き
あ
い
　
伝
え

あ
い
　
支
え
あ

う

」

と
、

今

回
の
前
の
集
い

も
、
世
の
中
に

は
、
や
か
ま
し

い
所
と
静
か
な

所
が
あ
る
。
自

分
の
心
に
も
静

か
な
時
と
そ
う

で
な
い
時
が
あ

る
。
１
日
１
度
、

た
と
え
わ
ず
か

な
時
間
で
も
、

静
か
な
心
に
か

え
る
時
を
も
つ

よ
う
に
し
よ
う

―
と
行
わ
れ
、

２
日
間
で
４
回

の

坐

禅

を

体

験
、
志
原
小
学
校
6
年
生
・
齋

藤
翔
馬
く
ん
は
「
警
策
を
持
っ

た
お
坊
さ
ん
が
近
づ
い
て
く
る

と
緊
張
し
た
け
ど
、
集
中
す
る

こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
」
な

ど
と
感
想
を
話
し
た
。

夏
の
星
座
の
輝
き
楽
し
む

一
支
国
博
物
館
・
夏
休
み
に
天
体
観
測

　
一
支
国
博
物
館
の
夏
休
み
天

体
観
測
会
が
、
25
日
午
後
6
時

か
ら
多
目
的
ホ
ー
ル
と
屋
上
展

望
広
場
で
、
佐
賀
県
立
宇
宙
科

学
館
の
職
員
３
人
と
壱
岐
市
内

中
学
校
・
理
科
教
諭
６
人
の
協

力
の
も
と
、
「
月
と
土
星
、
さ

そ
り
座
と
夏
の
大
三
角
形
を
見

つ
け
よ
う
」
な
ど
と
開
か
れ
た
。

　
こ
の
日
は
市
内
各
地
か
ら
、

16
家
族
53
人
が
参
加
し
て
、
多

目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
夏
の
星
座

に
関
す
る
ク
イ
ズ
形
式
の
講
習

な
ど
あ
り
、
展
望
広
場
で
は
望

遠
鏡
を
使
い
、
ま
ず
月
、
土
星

の
観
察
か
ら
か
ス
タ
ー
ト
。
望

遠
鏡
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が

り
、
東
の
空
に
夏
の
大
三
角
形

南
の
空
の
さ
そ
り
座
な
ど
、
夏

の
星
座
の
輝
き
を
楽
し
ん
だ
。

　
ま
た
、
宇
宙
科
学
館
の
職
員

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
夜
空

に
か
ざ
す
と
、
そ
の
方
角
の
星

座
が
わ
か
る
「
星
空
ア
プ
リ
」

を
活
用
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
と

い
う
。


